
令和６年１月 29 日 

 

県立相模原公園におけるインクルーシブな広場「ともいき広場」の整備について 

 
１． 概要 

県立相模原公園では、共生社会の実現に向けて、「神奈川県当事者目線の障害福祉推

進条例～ともに生きる社会を目指して～」の理念を踏まえ、誰もが一緒に遊べる遊具

のあるインクルーシブな広場「ともいき広場」の整備に向けて、検討を進めている。 

この広場の計画作成にあたっては、障がいのある当事者や支援者等を構成員とする

ワーキンググループを立ち上げ、計画作成の初期段階から当事者等の意見をお聞きし、

ともに計画を作り上げていく手法を採用している。 

 
２．検討経緯 

 ・７月 14 日 県立相模原公園での「ともいき広場」の整備を公表（知事定例会見で発表） 

 ・７月 25 日 第１回ワーキンググループの開催【資料３-２】 

   参加者：障がい者支援団体（2 団体）、特別支援学校（2 校）、指定管理者、遊具メーカー 

   内 容：事業概要の説明、現地調査、意見交換 

 ・９月 22 日～10 月 10 日 アンケート①（当事者及び支援者等）の実施 

   対象者：特別支援学校・児童発達支援センター等に通う障がい児の保護者と教職員等 

   目 的：公園に求めるもの、公園での遊び方などについて、意見聴取 

 ・11 月 1 日～11 月 12 日 インクルーシブな遊具体験会の開催 

アンケート②（利用者）の実施 

   参加者：体験会は、子ども（障害児を含む）と大人（保護者）合わせて約 3,700 人が参加 

       アンケートは、保護者の方、約 1,000 人から回答 

   目 的：子ども達に実際にインクルーシブな遊具に触れ、遊んでもらう 

       楽しかった遊具、設置してほしい遊具等を聴き取り、今後の遊具選定の参考とする 

 ・11 月８日 第２回ワーキンググループの開催【資料３-３】 

   内 容：アンケート①の速報、遊具体験会の視察、意見交換 

 

 

 

 

 ・１月 29 日 神奈川県公園等審査会に報告 

・２月 第３回ワーキンググループの開催 

   内 容：アンケート結果等をもとに作成した「計画案たたき台」について意見交換 

（アンケートでの主な意見） 
・求める遊びの要素として、特に滑る遊びや揺れる遊びが多く求められていた。 
・遊具以外の配慮事項として、安全性への配慮や広場の見通しのよさ、ベンチや屋

根付きの休憩所等が望まれていた。 
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３．今後のスケジュール（予定） 

・２月頃 アンケート③（当事者や利用者等）の実施 

  目 的：計画（WG案）に対して意見聴取 

・３月頃 第４回ワーキンググループ開催 

  内 容：計画（最終案）について意見交換、計画（最終案）のとりまとめ 

・令和６年度 実施設計、広場整備 

       ※工事実施において、クラウドファンディングの活用を想定 

 

 

（参考）県のこれまでの取組事例 
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